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〔修士論文要旨〕
I 問題
青年期は,いつ頃までのことを指すのかという
ことに関して,様々な見解がみ られる。エ リク
ソン (榎本:鸞 0う より引用)は,青年後期の終了
時点で確率されたアイデンティティは 「最終的な」
アイデンティティではなく,成人前期に向かって
いくための指針を提供する大枠ないしは枠組みと
みなすほうが妥当であるとも指摘 し,好ましいの
は,青年後嬢に確率されたアオデシティテ牙がそ
れか らの生涯にわたって可塑性を保つ こと;つま
りは対外的な経験 と新たな内なるべづきのいずれ
か らも変化ない しは修正が禾|」 くとしヽ うことである
と述べている。 また,エ リクソンは,「青年期の
終わ りに確固たるアイデンティティーが発達 して
いなければ,次の段階へ と発達 してい くことがで
きない」 と述べている (p123)。
以上のことか ら,青年期はこの時期だとい うこ
とは難 しく,ま た, 自己と向き合 う時期であ卜と
思われることか ら, 自己変容するとい うことが身
近な時期であるのではと考えられる志
自己変容に関 して,国 申 (2011)の研究では ,
9害」近 くの大学生が 自己変容を肯定白勺に捉 えてい
ることが示 されている。青年期には今 と違 う新 し
い 自分を求める気持ちや嫌な自分を主体的に克服
しようとする姿勢が顕著に表れ,そのような積極
的姿勢が自己形成に重要な役害ljを 果た してしヽるこ
とが指摘 されている (畠瀬,N∞ :水問,見0鑢 )。
水間 (1998)を こよると, 人は誰 しも自分 自身
のめざす ところへ向かって自らを形成 してい くこ
とのできる,成長 し続ける存在であるとい う。 し
か し,彼女のい うように人が誰 しも自分 自身の 目
指す ところへ向かっていくとは限 らないのではな
いだろ うか。岸見 (2010)は ,不便で不 自由だ
と思っていたライフスタイルでし 実は自分が選
んだのであ り,こ の先起こることが予演」もつかな
いよりは,不便でもあえて変えないでおこうとい
う決心をしているのであると述べてお り,ま た ,
それまでの慣れ親 しんだライフスタイルに固執す
自己変容‡こ関する自己の提え方をこついて
一 `ζ 変わらない"自 分を選択するということに着圏して一
ることは,それだけのメリットがあるともいえる
と述べている。
以上の先行研究より,多くの人は変わけたいと
思っていても今のままでいたい,今の自分を捨て
たくないという気持ちを持っているということが
窺える:しかし,変化する際の葛藤や不安に対 し
ての量白勺研究はされているが,質白勺研究は見受け
られない。また,今のままの自分でもいい,あ え
て変わらなしヽという選択をとった人に対しての研
究は多くない。
Ⅱ 目的
本研究では,質的研究を通して,個々の ``変 わ
らなかった''と いう出来事について半構造化面接
でインタビューを実施 し,冶 こで叙述された内容
から,人がどのようなことに対し自分が ``変 らな
かった"と 思っているのか,'“変わりたい"か ら
f`変 わらなかった"と いう一連の流れにどのよう
な感情や背景があ り,現在その出来事に対しどう
自分の中で受け止めてしヽるのかを把握することを
目約とする6ま た,先行研究で述べたように,青
年期は,いつ頃までのことを指すのかということ
に関して,発達課題が終わって次の段階へ移行す
るということから本研究では,年齢を特定せず調
査を行 うこととする。
国 ん法
予備調査後,``変わらなかった''と い う出来事
を経験した人に対 して,フ ェイスシー ト (年齢 ,
職業,学生 (学年),学歴夕家族構成)への記入 ,
1時間程度の半構造化面接にてインタビュー調査
を実施 した。
調査協力者 10歳～兌6歳の男女11名 (女 :7名 ,
男:3名 )である。
分析方法 本研究では,川 喜田 (1996)に よ
る圏 法を参考にして分析を行った。
｀
Ⅳ 結果・考察
``変わりたい"と “変らなかった"と いう出来
事に対し,イ ンタビューを通して,変わりたいと
思って変わったことも,変わりたいと思ったけど
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変わ らなかったことも
―
, “他者"が大 きく関係 し  たことが語 られ,変 らないとい うことか ら, 自分
ていることが明らかになった。変わ りたい と思 う  にとってプラスの面もあると捉えられることもあ
理由の中に “他者に迷惑をかけるか ら"と い うこ  るとい うことが明 らかになった。変わった,変わ
とが語 られ,ま た,``変わ りたい と思ったけど変  らなかったとい うことに対 し,葛藤や不安を感 じ
わらなかった"と い う “変 らなかった要因"の 中  なが らも,変わ らなかった ■とに対 し,言帝めや危
}こ も “他者に迷惑をかけるから"と い うことが語  機感 を抱いているだけでなく,変 らないとい うこ
られた。 このように,変わる 0変わらないとい う  とを自己受容 し,今の自分でいいとい うことや ,
ことにおいて “他者"と い う存在が大きな要因の  変 らない とい うことで自分にとつて良かった点が
1つ となっていることが考えられるの        あると捉えられているとい うことが示唆 された。
変わ りたいと思ったけど変わ らなかったとい う  そ して, ``変 わ りたい"と “変われない"と いこ
事象は,一様に変わる,変わ らないと区別するこ  `と は,単に |)ラ赳められた手lll員 があるわけではなく、
≧ができるもの ではなく,変わ りたいとい う気持  (圏々の時間の流れがあ り,そ の流れの中で経験や
ちと変わ
`)た
くない 又は,変わることをやめると  体験を通 して こ̀変わら''(`変 わ らない"と い う様
tヽ う気持ちの中には様々な要因があ 11)、 感情や行  本国があることが明 らか :こ なった。
動,変わ りたい 。変わらないとい う間を揺れ動 く   以上のことから,必 ずしも変わらないより変わっ
ことが見受けられた.ま た、常に自主的 |こ 変わ り  た方がいいと決まっ ているわけではなく,変 らな
たいことがあるとい うわけではない ことも,イ ン  いとい うことの中にもいい面があ り,変:ら ないこ
タビューを通 して明 らかになった。変るとい うこ  とに対 して向き合 うとい 1ヽ:)こ とが大切なことであ
とに対 して,「 世間体があるから」「変わ らなきや  ′るとい うことが窺えた.こ のことは,心理臨床の
いけないって思ってるc、 日本だか ら」「世間体的  場でも同 じことが言えるのではないだろ うか。心
|こ こうあるべきじゃないって,勝手に思い込んじゃつ  理臨床の場では,変わるとい うことに着 轟されや
てるやっぱ」 とい うように今の 日本には変わると  す く,変わった方がいい,変わるためにはどのよ
い うことが良い |こ とだとい .:)価値観があ り、この  うな支援が必要か とい うことが主目長にな りがちで
社会を生きる中で,「僕にも世間体 とか人の目を  あるが,―一概に変わった方がいい とい う価値観だ
気にするとこはあるので, よく見られたい, 人―一  けに着 目するのではなく,そ の人自身が変わらな
倍,嫌われたくない」とい うことが語 られたの ~  いとい うことに対 し, どのような感 晴や背景があ
方で,「変わった時の 自分がまず, 自分の価値観   イ),それ らを,~丁寧に聴、くことによって,その人
じゃない」 とい うことが語 られた。変わる ■とが  の変わ りたしヽ 導変わ らないが見えてくるのではな
社会的に望ましい とい うことを思いつつ も,変わ  いだろうか。変わ らないとしヽ うことに着 目するこ
ることに対 し変わることで 自分の価値観 を変えて  とで,面接場面での停滞や臨床心理士のクライ
しま うと語 られてお り,変わ りたい 。変わらない  エン トが変わらない としヽ う場面に遭遇 した際に ,
とい う間を揺れ動 くいている様子が現れているの  変わらないとい うことには,マ イナスなイメージ
また)変わるとい うことは,その人にとって今 よ  だ |す でなくプラスの要素もあるとい う
'こ
とを知っ
りもよりよい自:分 になるためとい う印象があるが,  てお くことで、クライエン ト自身を見つめる機会
一概にそ うと断言することではないとい うことも  !こなると思われる。
インタビューを通 して語 られた。変わ りたいと思
い行動を起こし、変 らなかったことに対 して,変            引用文献
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